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脱法ドラッグの写真提供：近畿厚生局麻薬取締部神戸分室

然
、薬
物
を
乱
用
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
少

な
い
模
様
で
す
。多
く
の
場
合
、薬
物
を
乱

用
す
る
前
に
喫
煙
や
問
題
性
の
高
い
飲
酒

が
認
め
ら
れ
ま
す
。中
学
生
の
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
の
経
験
率
は
、喫
煙
未
経
験
者
で
は
0
・

1
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、喫
煙
経
験
者
で

は
2
％
強
と
未
経
験
者
の
20
倍
以
上
に
上

り
ま
す【
③
】。ま
た
、大
人
の
い
な
い
場
面

で
の
飲
酒
経
験
者
は
非
経
験
者
と
比
べ
て

薬
物
乱
用
経
験
率
が
数
倍
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、未

経
験
者
は
大
麻
や
覚
醒
剤
の
経
験
率
が
0・

1
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、経
験
者
は

そ
れ
ら
が
60
％
程
度
を
示
し
ま
し
た【
④
】。

喫
煙
や
飲
酒
は
薬
物
乱
用
の
入
り
口
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。和
田
部
長
は

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、中
学
生
が
薬
物
乱

用
に
至
る
主
な
過
程
を【
⑤
】の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
ま
す
。こ
れ
を
見
る
と
、乱
用
防

止
に
は
何
よ
り
も
喫
煙
、飲
酒
の
防
止
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

防
止
の
た
め
の

包
括
的
対
策

　

覚
醒
剤
の
再
犯
率
が
6
割
に
上
る
な
ど
、

薬
物
の
依
存
性
は
非
常
に
厄
介
な
問
題
で

す
。薬
物
乱
用
防
止
は
警
察
や
教
育
だ
け

に
任
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。乱

用
経
験
者
の
回
復
や
社
会
復
帰
の
支
援
、

国
際
的
な
連
携
や
協
力
な
ど
、包
括
的
で

継
続
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。日
本
で
は

10（
1
9
9
8
）年
に
薬
物
乱
用
防
止
五
か

年
戦
略
を
定
め
て
以
降
、5
年
ご
と
に
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
内
容
を
改
訂
し
、そ
れ
を

基
本
方
針
と
し
て
教
育
や
警
察
、法
令
、薬

務
、保
健
医
療
等
の
諸
機
関
が
連
携
し
て

具
体
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
止
教
育
に
必
要
な

内
容
と
は

　

防
止
教
育
は
五
か
年
戦
略
の
第
一
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。防
止
教
育
に
は
「
体

育
」や「
保
健
体
育
」で
の
保
健
学
習
の
ほ

か
、学
校
薬
剤
師
や
学
校
医
、麻
薬
取
締
官

な
ど
学
外
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
、学
級

活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。そ
の
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、ま
ず
は
心
身
へ
の
有
害
性

や
社
会
へ
の
悪
影
響
、中
学
生
や
高
校
生
に

は
薬
物
乱
用
開
始
の
背
景
や
要
因
、防
止

対
策
な
ど
の
知
識
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。危

険
を
避
け
健
康
を
重
視
す
る
価
値
観
や
規

範
意
識
を
育
て
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。加

え
て
、一
般
的
な
課
題
や
特
定
の
課
題
に
対

す
る
対
処
能
力
の
育
成
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
意
志
決
定
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
能
力
、仲
間
か
ら
の
誘
い
を

拒
否
す
る
能
力
、酒
な
ど
の
宣
伝
に
対
す
る

批
判
的
思
考
力
な
ど
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、一
般
的
な
課
題
へ
の
対
処
に

必
要
な
能
力
は
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。W
H
O
に
よ
れ
ば
、ラ
イ
フ
ス

キ
ル
は「
日
常
生
活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
要
求
に
対
し
て
、建
設
的
か
つ
効
果

的
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
心
理
社
会

的
能
力
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
ス
キ

ル
と
し
て
は
先
に
挙
げ
た
以
外
に
、目
標
設

定
や
ス
ト
レ
ス
対
処
な
ど
の
ス
キ
ル
も
含
ま

れ
ま
す【
⑥
】。ま
た
、そ
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
の
基
盤
と
し
て
自
尊
心
の
形
成
も
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。喫
煙
、飲
酒
、薬
物
乱
用

の
防
止
に
は
各
健
康
課
題
に
応
じ
た
健
康

教
育
と
、一
般
的
な
対
処
能
力
で
あ
る
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
の
育
成
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が

有
効
で
す
。兵
庫
県
内
で
は
、姫
路
市
の
小・

中
学
校
が
市
教
育
委
員
会
の
支
援
の
下
、ラ

イ
フ
ス
キ
ル
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
や（
公
財
）日
本
学
校
保

健
会
で
は
防
止
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

D
V
D
や
冊
子
等
の
教
材
、指
導
者
用
参
考

資
料
な
ど
を
作
成
し
、全
国
の
小
・
中
・
高
等

学
校
に
配
布
し
て
い
ま
す【
⑦
⑧
】。こ
れ
ら

の
教
材
や
指
導
参
考
資
料
に
は
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。一

度
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑤有機溶剤乱用と脱法ドラッグ乱用経験が持つ意味
　 2012

⑥5つのライフスキルの関係
　 JKYB研究会、2000より。一部改変

⑦�薬物乱用防止啓発DVD
　（高校生用）
　 文部科学省

⑧�喫煙、飲酒、薬物乱用防止に�
関する指導参考資料

　 （公財）日本学校保健会
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QOLの向上
一次予防・問題解決

＊
今
年
7
月
、警
察
庁
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
脱

法
ド
ラ
ッ
グ
等
の
危
険
性
を
明
確
に
す
る
た
め
、呼
称

を「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」に
改
め
ま
し
た
。
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教育最前線

薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
に

教
育
は
何
が
で
き
る
か

青
少
年
の

薬
物
乱
用
の
実
態

　

最
近
、脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
事
故
や

事
件
、有
名
人
に
よ
る
薬
物
乱
用
、危＊

険
ド

ラ
ッ
グ
へ
の
呼
称
変
更
な
ど
で
薬
物
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。薬
物
乱
用
は
重
大
な

問
題
で
す
が
、青
少
年
の
薬
物
乱
用
の
経

験
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。平
成
8

（
1
9
9
6
）年
以
降
、全
国
調
査
を
基
に

中
学
生
の
薬
物
乱
用
行
動
を
定
期
的
に
調

べ
て
い
る（
独
）国
立
精
神・神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
の
和
田
清
薬

物
依
存
研
究
部
長
に
よ
れ
ば
、大
麻
や
覚

醒
剤
、シ
ン
ナ
ー
、脱
法
ド
ラ
ッ
グ
等
の
い

ず
れ
か
の
経
験
率
は
10（
1
9
9
8
）年
ご

ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、最
新
の

24（
2
0
1
2
）年
で
は
男
子
は
1
％
程
度
、

女
子
は
0・
6
％
程
度
で
す【
①
②
】。経
験

率
の
低
下
に
は
防
止
教
育
や
法
令
の
整
備
、

取
り
締
ま
り
な
ど
の
対
策
が
貢
献
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。最
新

の
調
査
で
初
め
て
対
象
と
な
っ
た
脱
法
ド

ラ
ッ
グ
の
経
験
率
は
、大
麻
や
覚
醒
剤
と
同

程
度
に
達
し
て
お
り
、大
い
に
注
意
す
べ
き

で
す
。

喫
煙
や
飲
酒
と
の

関
連
性

　

今
ま
で
問
題
の
な
か
っ
た
青
少
年
が
突

薬
物
乱
用
は
本
人
の
心
身
に
と
ど
ま
ら
ず
、

事
件
や
事
故
、密
売
組
織
の
台
頭
な
ど
社

会
に
も
深
刻
な
悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
に
は
包
括
的
な
対

策
が
必
要
で
あ
り
、と
り
わ
け
教
育
は
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、薬

物
乱
用
の
有
害
性
を
強
調
し
た
り
脅
し
た

り
す
る
だ
け
で
は
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。実
態
を
踏
ま
え
、効
果
的
な
防
止
教

育
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※脱法ドラッグについては2012年のみ調査

 シンナー　　  覚醒剤　　  大麻　　  脱法ドラッグ　　  いずれか

 シンナー　　  覚醒剤　　  大麻　　  脱法ドラッグ　　  いずれか

※脱法ドラッグについては2012年のみ調査

①中学生（男子）の薬物乱用経験率の推移
　 %、和田清他、2013

②中学生（女子）の薬物乱用経験率の推移
　 %、和田清他、2013

③中学生の喫煙経験と脱法ドラッグ経験の関連
　 %、和田清他、2013

④中学生の脱法ドラッグ経験と大麻経験の関連
　 %、和田清他、2013
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入
念
な
打
ち
合
わ
せ
が
不
可
欠
で
す
。ま
た
、

薬
物
乱
用
経
験
者
を
講
師
と
し
て
迎
え
る

場
合
は
、薬
物
乱
用
問
題
の
深
刻
な
側
面
を

軽
視
し
た
り
、人
権
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

麻
薬
取
締
官
と
の

連
携

　

麻
薬
取
締
官
は
、厚
生
労
働
省
の
地
方
厚

生（
支
）局
に
設
置
さ
れ
て
い
る
麻
薬
取
締

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。そ
の
職
務
は
、刑

事
訴
訟
法
に
基
づ
く
特
別
司
法
警
察
員
と

し
て
の
権
限
が
あ
り
、メ
デ
ィ
ア
で
は
麻
薬

G
メ
ン
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。薬
物
乱
用

の
な
い
健
全
な
社
会
生
活
を
実
現
す
る
た

め
、そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、取
り
締
ま
り

は
い
う
ま
で
も
な
く
相
談
業
務
に
至
る
ま

で
幅
広
い
分
野
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。最
近
で
は
、危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
店
舗
販
売

に
対
す
る
取
り
締
ま
り
で
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
が
、そ
の
人
数
は
全
国
で
も
2
6
7

人
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、と
あ
る
研
修
会
が
き
っ
か
け
と
な

り
、近
畿
厚
生
局
麻
薬
取
締
部
神
戸
分
室
の

髙
橋
正
分
室
長
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
中
で
、「
麻
薬
取
締
官
が
各
学

校
へ
出
掛
け
て
普
及
啓
発
す
る
に
は
人
数
的

な
限
界
が
あ
る
こ
と
」、「
む
し
ろ
薬
物
の
危

険
性
を
将
来
教
員
と
な
る
学
生
に
よ
り
周

知
し
、そ
の
怖
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
の
方
が
効
果
的
で
は
な
い
か
」と
の
意

見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

早
速
、昨
年
7
月
に
試
み
と
し
て
学
部
3

年
生
を
対
象
と
し
た
授
業
で
麻
薬
取
締
官

を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
義
に
招

き
ま
し
た
。さ
ら
に
、大
学
院
の
講
義「
学
校

保
健
研
究
」に
お
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、9
月
に
は
麻
薬
取
締
部
の
施

設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。本
年
度
は
、学

部
1
年
生
を
対
象
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
含
め
た
薬
物
乱
用
の

危
険
性
に
つ
い
て
、現
実
に
起
き
て
い
る
事

例
を
中
心
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
は
、小
・
中
・
高
等
学
校
の
授
業
で
薬

物
乱
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
学
習
し
て
い

ま
す
が
、今
回
の
講
義
で
、リ
ア
ル
に
身
近
で

起
き
て
い
る
こ
と
や
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て

再
認
識
で
き
た
よ
う
で
す
。麻
薬
取
締
官
に

相
談
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、今
後
の
教
員
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
情
報
が
あ
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

麻
薬
取
締
官
が
日
頃
の
業
務
の
中
で
目

の
当
た
り
に
し
て
き
た
薬
物
乱
用
者
を
減

ら
す
た
め
に
は
、将
来
教
員
と
な
る
教
員
養

成
系
大
学
に
通
う
学
生
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

な
る
と
い
う
考
え
方
の
下
、こ
う
し
た
取
り

組
み
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

薬物乱用防止教育の主なポイント�
「薬物乱用防止教室マニュアル〈改訂〉」（（公財）日本学校保健会）より

危 険ドラッグの乱用者は10代、20代という若年層に多

く見られ、新たな薬物乱用の実態が浮き彫りとなっ

ています。われわれ麻薬取締官も教育現場での啓発活動

に力を入れてきましたが、マンパワーに限りがあり効果的なも

のとなっていませんでした。

　このたび、兵庫教育大学に赴く機会があり、薬物乱用問

題の実態に精通した教員を養成することに光を見出しまし

た。つまり、教員が日常的に薬物乱用の真の悲惨さについ

て熟知し、さまざまな機会に児童生徒たちに語ることこそが

効果的な啓発教育にな

ると思ったのです。

　教員養成大学の学

生に、麻薬取締官が体

系的に乱用薬物問題

の現状をタイムリーに繰

り返し語り、連携してい

くことは、将来教育現

場で教壇に立つ彼らを

大いにサポートするもの

と、その重要性を確信し

ています。

麻薬取締官が考える
薬物乱用防止活動における
教員養成大学との
連携の重要性について

近畿厚生局麻薬取締部神戸分室長
髙
たか

橋
はし

正
ただし

さん

扌本学での麻薬取締官による講義

【必要な内容】
❶ 薬物乱用は限られた人や特
別な場合の問題ではなく、誰の
身近にも起こり得る問題である
ことを明確に述べること
❷ 乱用される薬物は使用する
ことはもちろん、「所持することも
禁止されている」という曖昧さの
ないメッセージを必ず含んでいる
こと
❸ 講師が伝えたい内容で一方
的に構成するのではなく、児童
生徒の興味・関心や理解力など、発育・発達段階に十分考慮した
内容や指導方法であること
❹ 害や怖さのみを強調するのではなく、「薬物等の誘惑に負けな
い気持ちを持つことが充実した人生につながる」という積極的なメ
ッセージを含むこと
❺ 児童生徒がおかれている地域や家庭環境を非難したり、酒や
たばこを販売する職業を悪と決めつけたりしないこと

【不適切な情報】
❶ 薬物乱用に関する行動について、言い訳や口実を与えるよう
な情報
❷ 乱用される薬物の入手方法や使用方法を教えるような情報
❸ 薬物乱用者や薬物依存の患者の治療、更生、社会復帰のた
めの情報※薬物乱用を経験したタレント等が自らの更生を語る内
容のビデオ教材など、第2次・第3次予防のための教材は児童生
徒に薬物依存から簡単に抜け出せるというイメージを与える危険
性があるので、第1次予防を主とする学校の薬物乱用防止教育
では取り扱いに注意が必要
❹ 「ソフトドラッグ」や「薬物乱用とは何回も繰り返し薬物を使用
することである」など、誤解を招く可能性のある情報
❺ 「薬物を使用するか否かは本人（子ども）自身が決めることであ
る」といった表現が使われている情報
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教育最前線

内容 対象 指導者

薬物乱用・依存の成り立ち
薬物と体

小学校高学年以上
医師、薬剤師、看護師、保健師、研究
者、青少年補導員、警察官、麻薬取締
官・員ＯＢ、薬務行政の担当者など

薬物と乱用
薬物乱用の現状

喫煙、飲酒、薬物乱用の心身への影響
喫煙と健康（受動喫煙を含む）

小学校高学年以上
医師、薬剤師、看護師、保健師、研究
者、青少年補導員、警察官、麻薬取締
官・員ＯＢ、薬務行政の担当者など

飲酒と健康
有機溶剤（シンナー）の害
覚醒剤の害

中学校以上大麻の害
薬物乱用と依存の悪循環
麻薬やその他薬物の害 高等学校以上

薬物乱用と社会的問題
青少年期と薬物乱用

中学校以上
医師、薬剤師、研究者、青少年補導員、
警察官、麻薬取締官・員ＯＢ、薬務行政
の担当者、社会復帰施設職員など

薬物乱用者の人生
薬物関連の事件・事故

薬物乱用防止の対策
法律による規制と取り締まり

中学校以上
警察官、麻薬取締官・員ＯＢ、家庭裁判
所職員、保護観察官、保護司、研究者
など

薬物乱用者・依存者の治療
薬物乱用を許さない社会づくり

意思決定能力の育成
誘いを断る

全校種・全学年 研究者（教育学関係）、青少年補導員
など

仲間のためにできること
薬に頼らない生き方
誘惑を見破る

指
導
に
は

十
分
な
配
慮
が
必
要

　

政
府
は
平
成
25（
2
0
1
3
）年
度
か
ら

第
四
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、目
標
1
に「
青
少
年
、家
庭
お

よ
び
地
域
社
会
に
対
す
る
啓
発
強
化
と
規

範
意
識
向
上
に
よ
る
薬
物
乱
用
未
然
防
止

の
推
進
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は「
体
育
」「
保
健
体
育
」

は
も
と
よ
り
、「
特
別
活
動
」「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」「
道
徳
」
等
の
時
間
も
活
用
し

な
が
ら
、学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
指

導
を
行
う
こ
と
な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。指
導
に
つ
い
て
は
家
庭
や
地
域
社

会
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、警
察
職
員
、

麻
薬
取
締
官
・
員
O
B
、学
校
医
、学
校
薬
剤

師
等
と
の
専
門
家
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
総

合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、学
校
保
健
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
た
指
導
を
指
す
も
の
で
、

薬
物
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
警
察
職
員
、麻
薬
取
締
官
・
員
O
B
、学
校

医
、学
校
薬
剤
師
等
の
外
部
講
師
に
よ
る
指

導
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、国
や

教
育
委
員
会
等
に
よ
る
研
修
を
受
け
た
薬

物
乱
用
防
止
教
育
に
造
詣

の
深
い
教
員
の
活
用
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、全
て

の
中
・
高
等
学
校
が
薬
物

乱
用
防
止
教
室
を
年
1
回

は
必
ず
実
施
す
る
と
と
も

に
、小
学
校
は
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
開
催
す
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
に
関
す
る
指

導
は
方
法
を
一
つ
間
違
え

る
と
、「
寝
た
子
を
起
こ
し

て
し
ま
う
」
こ
と
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。ま
た
、

薬
物
乱
用
防
止
教
室
も
た
だ
開

催
す
る
だ
け
で
よ
い
と
い
う
姿

勢
だ
と
実
効
を
伴
わ
な
い
活
動

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。効
果
的

な
開
催
と
す
る
に
は
講
師
と
の

心
身
の
発
育
・
発
達
の
段
階
で
あ
る
青

少
年
期
は
、喫
煙
や
飲
酒
、薬
物
乱
用

の
き
っ
か
け
と
な
る
機
会
が
多
い
時
期

で
も
あ
り
、依
存
状
態
に
陥
る
と
人
格

の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
、薬
物
等

の
影
響
が
深
刻
な
か
た
ち
で
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。従
っ
て
、学
校
に
お
け

る
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
指
導
が

き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

学校心理・発達健康教育コース教授
鬼
き

頭
とう

英
ひで

明
あき

�薬物乱用防止教室開催状況　文部科学省調べ

薬物乱用防止教室の内容、対象、講師の例��「薬物乱用防止教室マニュアル〈改訂〉」（（公財）日本学校保健会）より
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